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論 文 の 内 容 の 要 旨

牛の発情同期化にはプロスタグランジンF2α(PGF2α)とプロジエステロン(P.)が主と

して用いられるが,いずれの方法にも使用上および効果発現上の得失がある｡本研究

は取り扱いが簡便なP4膣内徐放剤(PRID)による有効な発情同期化法の検索を目的と

して行った｡すなわち,PRIDは,牛の発情周期の時期の如何に係わらず,12-15日

間処置すると抜去後数日以内に発情が同期化されるとされている｡しかし,黄体初期

から処置を12 日間行なった場合には,黄体が正常に発育して機能すると,抜去時は

黄体開花期に当たり,発情が同期化されないことが想定される｡そこで,PRIDによる

効果的な発情同期化法の開発を図るため,黄体初期からPRIDを処置し,卵巣の変化

と血中性ホルモン濃度の推移および発情発現状況について検討した｡

まず,未経産牛に排卵後2日(Day2)からP.を1.55g含有し,安息香酸エストラジ

オール(EB)10mgを容れたカプセルが貼付されているPRID(P+EB)とカプセルを除

去したPRID(P-EB)を12日間処置し,血中P｡濃度推移と抜去後の発情発現状況を調

べた｡その結果,P+EBとP-EB群のそれぞれ5/6,4/5例で血中P.濃度がPRID抜去後

急激に減少し,発情が抜去後3日以内に発現(同期化)した｡これらのことから,黄体

初期から12日間のPRID処置により,黄体が早期に退行することが推測された｡

そこで次に,未経産牛にDay2からPRIDを12日間処置した場合の卵巣の変化につ

いて,超音波画像検査を行って調べた｡その結果,PRID抜去前後のDay14,15に黄
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体の早期退行がP+EB群の6/6例とP-EB群の2/6例に認められ,さらに,PRID処置

翌日のDay3に黄体の極早期退行がP-EB群の1/6例で認められた｡発情が同期化した

ものはP+EB,P-EB,Control群でそれぞれ3/6,2/6,0/4例であった｡また,P+EB

とP-EB群の黄体面積はPlacebo処置のControl群に比べ小さい傾向を示した｡これ

らのことから,Day2からPRIDを12日間処置することにより,黄体の早期退行と発育

抑制が起こり,特に早期退行はEB併用により高率に起こることが明らかになった｡

続いて,未経産牛に黄体初期のより早い時期であるDayOからPRIDを12日間処置

し,より斉一な卵巣反応が起こる可能性について検討した｡その結果,黄体がPRID

抜去後1-3日のDay13-15に早期退行した例が,P+EB,P-EB,Control群それぞれ

3/6,3/5,0/5例に認められた｡さらに,黄体がPRID処置後3-8日のDay3-8に極

早期退行した例がP+EB,P-EB,Control群それぞれ3/6,2/5,0/5例に認められた｡

これらのことから,DayOからの処置では,EBカプセル貼付の有無に係らず,黄体の

極早期および早期退行ならびに黄体の発育抑制が起こることが明らかとなった｡

そこで,黄体の極早期および早期退行ならびに発育抑制機序を検討するため,未経

産牛にDay2からPRIDを12日間処置し,黄体の変化と黄体形成ホルモン(LH)のパ

ルス状分泌およびPRID抜去前後における血中PGF2｡代謝産物(PGFM)の濃度推移を調べ

た｡その結果,P+EB群では黄体は全5例においてDay14の早期に退行し,黄体面積が

C｡ntrOl群に比べて有意に小さかった｡P+EB群のLHパルスおよびPGFM濃度はControl

群に比べてそれぞれ,Day2とDay3に著明に抑制され(0vs.4.8,Ovs.3･2回/8h),

血中黄体早期退行時のDay14,15に明瞭かつ有意に上昇した(369.4vs･216･4,510･1

vs.280.5pg/ml)｡

次に,未経産牛に比べて体格が大きく,また,ホルモン代謝が活発で循環血中ホル

モン濃度が低い泌乳経産牛について,PRIDの黄体初期処置による発情同期化効果を検

討すると共に,PRIDによる有効な発情同期化法を検索するため,Day2からPRIDl-3

個を12日間処置(1-3PRID群)して卵巣の変化と血中P｡とエストラジオールー17β

(E2)濃度の推移を調べた｡その結果,抜去後,発情が同期化したものは皆無であっ

た｡なお,黄体の早期退行が3PRID群の3/5例において認められたが,それらでは黄

体の早期退行と卵胞発育のステージが同期せず,発情は同期化されなかった｡血中P4

濃度は3群間に差がなく,血中E2濃度は,3PRID群が他の2群に比べて,処置後5日

間にわたり高い濃度で推移した｡また,3PRID群では第2次主席卵胞の出現が他の2

群に比べて遅い傾向であった｡これらのことから,泌乳経産牛では黄体初期からPRIDl

-3個を12日間処置しても発情同期化効果が期待できないことが示された｡

以上のように,本研究において,未経産牛の黄体初期からEBカプセルを含有する

PRIDを12日間処置することにより,LH分泌の抑制およびPGF2aの早期分泌が起こり,

黄体の極早期あるいは早期退行が誘起され,発情同期化が期待できることが明らかと

なった｡しかし,泌乳経産牛では,黄体初期から同処置を行っても,黄体の早期退行

は起こらず,発情同期化は期待できないことが明らかになったことから,PRID処置

による有効な発情同期化法を検索するため,PRID処置開始時期の選定や処置期間につ

いてさらに追究する必要性を認めた｡
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審 査 結 果 の 要 旨

野外で広く行われている牛の発情同期化は,プロスタグランジンF2α(PGF2｡)

あるいはプロジエステロン(P4)を用いる方法が主体となっている｡しかし,いず

れの方法も利用上および効果発現上の得失がある｡本研究では,取り扱いが簡便

なP4膣内徐放剤による発情同期化の有効活用法の検索を目的として,黄体初期

からのP｡膣内徐放剤処置において,発情が同期化するために必要な黄体の早期

退行について検討した｡

先ず,未経産牛に排卵後2日(Day2)からP4を1･55g含有し,安息香酸エスト

ラジオール(EB)10mgを含有するカプセルが貼付されたP4膣内徐放剤(PRID)

を12日間処置し,発情発現状況を調べた｡その結果,ほとんどの牛において抜

去後3 日以内に発情が発現(同期化)した｡これらのことから,黄体初期から

P鱒IDを12日間処置することにより,黄体が早期に退行することが推測された｡

そこで次に,未経産牛にDay2からPRIDを12日間処置して卵巣の変化を超

音波画像検査を行らて調べた｡その結果,黄体が排卵後14日前後の早期に退行

する例と,少数例ではあるが排卵後8日以内の極早期に退行する例がみられ,さ

らに,黄体の発育が抑制されることが明らかとなった｡また,EBカプセルが貼

付されていることにより,黄体の早期退行が高率に起こることが認められた｡

続いて,未経産牛に黄体初期のより早い時期であるDayOからPRIDを12日

間処置し,より斉一な卵巣反応が起こる可能性について検討した｡その結果,

EB併用の有無に係らず,黄体の極早期退行と早期退行が高率に起こることが明

らかとなった｡

そこで,黄体の極早期および早期退行ならびに発育抑制機序を検討するため,

未経産牛にDay2からPRIDを12日間処置し,黄体の変化と黄体形成ホルモン

(LH)のパルス状分泌および血中PGF2a代謝産物(PGFM)の濃度推移について

調べた｡その結果,LHパルス頻度はPRID処置後0.5および1日に著明に抑制

され,血中PGFM濃度はDay14前後の早期に増加することが明らかとなり,黄

体の極早期退行および発育抑制にはLHパルスの著明な抑制が,黄体の早期退

行にはPGF2αの早期産生分泌が関与していることが示唆された｡

続いて,未経産牛に比べてホルモン代謝が活発で循環血中ホルモン濃度が低

い泌乳経産牛について,PRIDの1-3個をDay2から12日間処置して発情同

期化効果を検討した｡その結果,抜去後に発情が同期化したものは皆無であっ

た｡なお,黄体の早期退行がPRID3個処置群の3/5例において認められたが,黄

体の退行と卵胞の発育ステージが同期せず,発情は同期化しなかった｡これら

のことから,泌乳経産牛ではPRIDを黄体初期から12日間処置しても発情同期

化効果が期待できないことが判った｡
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以上のように,本研究において,未経産牛に黄体初期からPRIDを12日間

処置することにより,LH分泌の抑制およびPGF2｡の早期分泌が起こり,黄体の

極早期あるいは早期退行が誘起され,発情同期化が期待できることが明らかと

なった｡しかし,泌乳経産牛では,黄体初期から同処置を行っても,発情同期化

は期待できないことが明らかになった｡

以上について,審査委員全員一敦で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究

科の学位論文として十分価値があると認めた｡

基礎となる学術論文

1)題 目‥Estrus synchronization and?OnCeption rate

after a progesterone releaslngintravaginal

device(PRID)treatment from the earlyluteal

phasein heifers

著 者 名:Kuroiwa,T.,Ishibashi,A.,Fukuda,M.,

Kim,S.,Tanaka,T.and Kamomae,H.

学術雑誌名:Journalof Reproduction and Development

巻･号･頁･発行年:51(5):669-673,2005

既発表学術論文

1)題 目:Doesexogenousprogesteroneandoestradioltreatmentfrom

the mid-1utealphaseinduce follicular cystsin goats?

著 者 名:Tanaka,T.,Sawai,R.,Kumai,R.,Kim,S.,

Kuroiwa,T.and Kamomae,H

学術雑誌名:AnimalReproduction Science

巻･号･頁･発行年:97(3-4):257-264,2007

2)題 目:Changesinthe ovariandynamics and endocrineprofilesin

goats treated with a progesterone antagonist during the

earlylutealphase of the estrous cycle

著 者 名:Suganuma,C.,Kuroiwa,T..Tanaka,T.and Kamomae,H.

学術雑誌名:AnimalReproduction Science

巻･号･頁･発行年:101(3-4):285-294,2007

3)題 目:Influenceofparityonfolliculardynamicsandresumption

Of ovarian cyclein postpartumdairy cows

著 者 名:Tanaka,T.,Arai,M.,Ohtani,S.,Uemura,S.,

Kuroiwa,T.,Kim,S.and Kamomae,H.

学術雑誌名:AnimalReproduction Scieqce

巻･号･頁･発行年:In Press

ー216-


